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の
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。
②
情

報
安
全
対
策
は
十
分
機
能
し
て

お
り
導
入
の
考
え
は
な
い
。
③

Ｍ
７
・
３
に
耐
え
う
る
施
設
で

の
遠
隔
地
保
管
や
、
サ
ー
バ
室

の
耐
震
補
強
も
予
定
し
て
い
る
。

　

①　

年
度
の
一
般
会
計
予
算

２４

規
模
が
過
去
最
高
の
１
１
６
４

億
７
千
万
円
余
と
な
っ
た
要
因

と
、
一
般
財
源
へ
の
影
響
は
。

②
日
本
経
済
が
厳
し
い
中
、
歳

入
が
「
基
準
と
な
る
一
般
財
源

規
模
」
と
さ
れ
る
６
５
０
億
円

に
達
す
る
ま
で
の
中
長
期
的
な

見
通
し
は
。
③
施
設
更
新
な
ど
、

将
来
需
要
に
対
応
で
き
る
持
続

可
能
な
財
政
運
営
に
向
け
た 
舵 かじ

取
り
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

　

区　

長　

①
計
画
的
に
進
め

て
き
た
投
資
的
事
業
の
予
算
計

上
や
、
起
債
の
満
期
一
括
償
還

の
到
来
、
施
設
更
新
の
将
来
需

要
を
見
込
ん
だ
こ
と
、
扶
助
費

の
増
加
な
ど
が
要
因
で
あ
る
。

一
般
財
源
へ
の
負
荷
は
、
国
や

都
の
補
助
金
な
ど
の
特
定
財
源

な
ど
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
ほ

と
ん
ど
な
い
と
考
え
る
。
②
当

分
の
間
、
歳
入
は
６
５
０
億
円

を
下
回
る
も
の
と
見
込
ん
で
い

る
。
③
基
金
の
活
用
や
、
歳
入

確
保
の
強
化
を
行
う
と
と
も
に
、

　

年
度
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、

２３現
行
事
業
を
再
度
厳
し
く
精
査

し
、
徹
底
し
た
事
業
見
直
し
を

継
続
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

児
童
虐
待
防
止
に
向
け
連
携
を

　

児
童
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に
、

区
の
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ

ー
と
、
都
の
児
童
相
談
所
は
ど

の
よ
う
に
連
携
し
て
い
る
の
か
。

　

区　

長　

子
ど
も
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
が
対
応
し
て
い
る
ケ

ー
ス
で
、
保
護
者
へ
の
対
応
が

難
し
い
困
難
事
例
な
ど
は
、
児

童
相
談
所
に
援
助
要
請
や
送
致

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
対
応

方
針
決
定
の
際
の
判
断
に
違
い

が
生
じ
な
い
よ
う
情
報
共
有
に

努
め
て
い
る
。

生
ご
み
の
再
資
源
化
を
進
め
よ

　

ご
み
減
量
に
向
け
、
小
学
校

や
公
園
に
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン

ト
を
整
備
し
、「
ご
み
ゼ
ロ
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
再
生
で
き
る
地
域

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
は
。

　

区　

長　

生
ご
み
の
再
資
源

化
の
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
に

加
え
、
区
立
小
中
学
校
・
保
育

園
で
排
出
さ
れ
る
食
品
の
残
り

を
、
処
理
施
設
で
た
い
肥
化
す

る
な
ど
再
資
源
化
し
て
い
る
。

更
な
る
国
際
交
流
を
推
進
せ
よ

　
　

年
に
哲
学
堂
公
園
に
、
ハ

２１
ン
ガ
リ
ー
出
身
の
彫
刻
家
ワ
グ

ナ
ー
・
ナ
ン
ド
ー
ル
氏
の
作
品

「
哲
学
の
庭
」
が
設
置
さ
れ
た
。

こ
れ
を
縁
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト
市
と

友
好
関
係
を
築
い
て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

交
流
に
結
び
付
く

き
っ
か
け
が
あ
れ
ば
取
り
組
む

可
能
性
は
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 　

①
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
助
成
が
ス
タ
ー
ト

す
る
。
申
し
込
み
手
続
き
は
、

わ
か
り
や
す
く
す
る
べ
き
で
は
。

②
そ
の
周
知
に
あ
た
っ
て
は
、

質
問
と
答
え
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で

区
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
紹
介

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
指
定

医
療
機
関
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
て
は
ど
う
か
。
③
定
期
巡
回

・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
る
が
、
他
の

自
治
体
で
実
施
さ
れ
た
モ
デ
ル

事
業
の
実
績
か
ら
見
て
、
制
度

の
効
果
を
ど
う
考
え
る
か
。

　

区　

長　

①
申
し
込
み
手
続

き
は
不
要
で
、
区
内
契
約
医
療

機
関
で
接
種
を
受
け
、
窓
口
で

助
成
額
を
差
し
引
い
た
料
金
を

支
払
え
ば
済
む
方
法
で
実
施
す

る
。
②
助
成
制
度
の
利
用
方
法

や
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
わ
か
り
や
す
い

情
報
提
供
を
行
う
。
ポ
ス
タ
ー

掲
示
に
つ
い
て
は
実
施
し
て
い

　

区　

長　

都
が
行
っ
て
い
る

被
害
想
定
の
見
直
し
で
は
、
東

京
湾
北
部
の
ほ
か
、
多
摩
直
下

地
震
や
海
溝
型
地
震
も
対
象
に

な
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。
区

と
し
て
も
想
定
の
検
討
及
び
、

被
害
の
予
防
、
軽
減
の
観
点
に

立
っ
た
見
直
し
を
進
め
て
い
く
。

中
野
駅
周
辺
の 

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
問
う

　

区
は
、
駅
周
辺
な
ど
の
基
盤

整
備
に
あ
た
り
特
定
財
源
を
活

用
し
、
一
般
財
源
へ
の
負
荷
は

少
な
い
と
し
て
い
る
。
平
成　
１４

年
の
警
察
大
学
校
跡
地
の
土
地

利
用
計
画
の
見
直
し
か
ら
各
種

調
査
や
業
務
委
託
、
用
地
取
得

な
ど
に
要
し
た
費
用
は
１
４
７

億
７
千
万
円
、
交
付
を
受
け
た

交
付
金
は　

億
５
千
万
円
で
、

７７

他
の
財
源
は
起
債
や
基
金
の
取

り
崩
し
で
あ
る
。
既
に
多
額
の

税
金
が
使
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、

新
北
口
駅
前
広
場
と
中
野
三
丁

目
を
結
ぶ
南
北
通
路
、
西
口
改

札
・
橋
上
駅
舎
が
計
画
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
整

備
費
用
の
負
担
や
管
理
・
運
営

に
対
す
る
区
の
見
解
は
。

　

区　

長　

南
北
自
由
通
路
、

西
口
改
札
・
橋
上
駅
舎
、
新
北

口
駅
前
広
場
の
費
用
負
担
や
管

理
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と

の
協
議
も
含
め
、
今
後
検
討
す

る
中
で
明
ら
か
に
す
る
。

　

区
は
貴
重
な
住
民
情
報
を
集

約
し
て
お
り
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃

や
情
報
漏
え
い
な
ど
に
対
す
る

厳
重
な
管
理
が
必
要
だ
。
①
ど

の
よ
う
な
場
面
を
具
体
的
リ
ス

ク
と
し
、
発
生
時
の
対
策
を
整

備
し
て
い
る
か
。
②
Ｉ
Ｓ
Ｍ
Ｓ

（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
認
証
取
得

を
検
討
し
て
は
。
③
災
害
時
の

個
人
情
報
消
失
対
策
に
は
、
デ

ー
タ
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
最
低
限

必
要
だ
が
、
体
制
の
現
状
は
。

　

区　

長　

①
デ
ー
タ
セ
ン
タ

ー
で
の
不
正
ア
ク
セ
ス
常
時
監

視
、
職
員
へ
の
情
報
安
全
研
修
、

ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策
、
外
部
媒

体
接
続
制
限
な
ど
に
よ
り
管
理

　

国
政
で
は
増
税
に
向
け
た
議

論
が
現
実
味
を
帯
び
る
中
、
税

金
の
使
途
に
対
す
る
区
民
の
チ

ェ
ッ
ク
が
一
層
厳
し
く
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
、
板
橋
区

で
は
当
初
要
求
額
、
政
策
経
営

部
査
定
額
、
当
初
予
算
案
額
の

３
段
階
に
分
け
予
算
編
成
過
程

を
公
開
し
、
区
政
運
営
の
透
明

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
①
中

野
区
で
も
更
な
る
公
開
に
取
り

組
ん
で
は
。
②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
中
継
に
よ
る
予
算
案
の
プ
レ

ス
発
表
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
各
部
要
求
段
階

の
資
料
を
公
表
す
る
考
え
は
な

い
。
②
直
接
区
民
に
お
知
ら
せ

で
き
る
方
法
が
あ
れ
ば
検
討
す

べ
き
と
思
う
。（

次
頁
に
続
く
）

　

先
の
事
業
見
直
し
で
は
、
４

カ
所
の
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

廃
止
と
あ
る
。
①
利
用
者
説
明

会
は
、
今
後
の
施
設
の
あ
り
方

の
方
向
性
も
示
さ
れ
ず
、
利
用

者
の
活
用
状
況
も 
斟  
酌 
し
な
い

し
ん 
し
ゃ
く

廃
止
前
提
の
一
方
的
で
不
安
と

不
信
が
残
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

区
の
見
解
は
。
②
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
機
能
は
、
地
域
福

祉
に
還
元
さ
れ
、
介
護
予
防
や

地
域
で
の
支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
。
各
施

設
の
利
用
者
か
ら
は
、
活
動
の

場
と
し
て
継
続
や
存
続
が
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
区
の
考
え
は
。

　

区　

長　

①
説
明
会
で
は
、

事
業
見
直
し
案
に
基
づ
き
説
明

を
行
っ
た
。
②
高
齢
者
会
館
機

能
の
確
保
や
自
主
グ
ル
ー
プ
な

ど
の
活
動
の
場
の
維
持
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。
今
後
も
意
見

交
換
会
な
ど
、
利
用
者
の
声
を

聞
き
な
が
ら
丁
寧
に
進
め
た
い
。

地
域
防
災
計
画
を
見
直
せ

　

こ
れ
ま
で
の
首
都
直
下
地
震

に
海
溝
型
地
震
と
立
川
断
層
帯

地
震
な
ど
を
加
え
た
被
害
想
定

を
、
都
が
４
月
に
出
す
予
定
と

聞
い
て
い
る
。
都
の
被
害
想
定

を
も
と
に
区
自
ら
、
起
こ
り
う

る
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
地
震
、

最
大
規
模
・
震
度
を
想
定
し
た

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
や
、

震
災
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

と
い
う
震
災
予
防
の
観
点
に
立

っ
た
見
直
し
が
必
要
で
は
。

き
た
い
。
③
モ
デ
ル
事
業
で
は

高
く
評
価
さ
れ
お
り
、
こ
の
事

業
実
施
は
大
き
な
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

第
六
中
学
校
跡
地
周
辺
の 

防
災
性
を
向
上
せ
よ

　

廃
止
後
の
第
六
中
学
校
は
解

体
が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
①

解
体
を
機
に
跡
地
に
接
す
る
道

路
を
拡
幅
し
、
緊
急
車
両
を
入

り
や
す
く
す
る
な
ど
、
地
域
の

防
災
性
向
上
に
向
け
た
計
画
を

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
東
京

都
に
跡
地
を
売
却
す
る
場
合
、

妙
正
寺
川
側
道
を
都
立
中
野
工

業
高
校
の
敷
地
内
に
延
長
す
る

よ
う
求
め
て
は
。
②
第
六
中
学

校
は
避
難
所
と
な
っ
て
い
た
が
、

解
体
後
、
跡
地
地
域
の
避
難
所

は
ど
う
な
る
の
か
。

　

区　

長　

①
跡
地
周
辺
は
狭

あ
い
道
路
が
多
く
、
消
防
車
も

通
行
困
難
な
状
況
で
あ
る
た
め
、

跡
地
の
東
京
都
へ
の
売
却
、
都

立
中
野
工
業
高
校
の
建
て
替
え

に
合
わ
せ
て
、
周
辺
道
路
な
ど

の
基
盤
整
備
を
図
り
、
地
域
の

防
災
性
を
確
保
し
た
い
。
ま
た
、

東
京
都
の
荒
川
水
系
神
田
川
流

域
河
川
整
備
計
画
に
お
い
て
、

都
立
中
野
工
業
高
校
部
分
に
つ

い
て
、
妙
正
寺
川
の
護
岸
と
管

理
用
通
路
を
整
備
す
る
計
画
と

な
っ
て
お
り
、
実
現
に
向
け
て

協
議
を
行
っ
て
い
る
。
②
東
京

都
と
避
難
所
施
設
利
用
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
、
都
立
中
野

工
業
高
校
を
避
難
所
に
指
定
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

移
動
式
衛
星
電
話
の
導
入
を

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
携
帯

電
話
が
通
じ
な
く
な
る
な
ど
、

通
信
手
段
が
課
題
と
な
っ
た
。

区
民
の
命
を
守
る
た
め
に
、
移

動
式
衛
星
電
話
を
導
入
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

導
入
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

み
ん
な
の
党　

後
藤　

英
之

リ
ス
ク
に
備
え
て
万
全
な

情
報
管
理
体
制
を

自
由
民
主
党
議
員
団　

伊
藤　

正
信

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に

向
け
た
取
り
組
み
を

公
明
党
議
員
団　

小
林　

秀
明

高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
取
り
組
み
を

日
本
共
産
党
議
員
団　

か
せ　

次
郎

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

存
続
せ
よ

中
野
区
議
会
民
主
党
議
員
団　

森　

た
か
ゆ
き

予
算
編
成
過
程
の
公
開
を

更
に
進
め
よ


